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資料4-4-1　インターネット上の医療､ 福祉関連の情報は

役に立っているか　N=493

まったく役立ってない

5.3%

あ まり役立 ってない

1 1.4%

町1冨1571日本インターネット医療協議会｢ インタ　ネットの医療情報

の 利用状況に関 するアンケート調査｣ の資料 を元に作成

資料4-4-3　今後充実を期待するネット情報　Ｎ=502

病気、健康管理に関 する

専門的情報をもっと得たい

薬の効能、副作用などに関 する

情報をもっと得たい

医師など専門家による個 別の

医療相談

在宅での意思や医療従事者による

日常生活や精神面でのサポート

患者と医師間の医師疎通、

コミュニケーションを深め たい

患者同志の交流、情 報交換

通院治療に代 わる遠隔での医療

(保険適用 、非適用い ずれも)

解 説
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1711否1 日本 インターネット医療協 議会｢ インターネットの医療情報

の利用状 況に関するアンケ ート調査｣の 資料 を元に作成

イン ター ネ ッ ト 利 用 者 が ネッ ト 上 で 医 療

に関 す る 知 識 を 求 め る 場 合 、 医 療 従 事 者 が

必要 と する 専 門 的な 医 学 的知 識 であ っ て も、

ま た病 気 、 身 体 の 異 常 、 薬 の 効 能 や 副 作 用

な どに 関 する 市 民の 素 朴 な 疑問 に 対 し て も、

答 え や情 報 が 用 意 さ れて い る 。 し か し 、 イ

ンタ ー ネ ット を 介 し た、 こ れら の 医 療 情 報

の利 川 は、 新 たな 情 報伝 達 手 段 で あ る が ゆ

え に 、 その 正 確 性 や 情 報 の 出 所 、 膨 大 な 情

報 の 中 か ら 適切 な 情 報に 到 達 で きる か どう

か な ど につ い て、 利 用 者 に 不安 を い だ か せ

る もの と な っ てい るO

1998年 に設 立され た｢ 日本 インターネット医 療

１４４ ◆ インターネット 白書' ９９

資料4-4-2　インターネット上で医療､ 福祉関連の情報を得た後

の医療機関との関係　Ｎ＝490

医療機関を変えた　6.7%

医療機 関を 受診する

きっかけとな った　11. ２％

現在受けている医療に不安を感じ た;

医療機関を変えていない　5.3%

ii■子| 日本 インターネット医療 協議会｢ インターネットの医療情報

の利用状 況に関 するアンケート調査｣ の資料 を元に作成

資 料4-4-4　 懸 念される問 題点　 Ｎ＝502

誤情報や情報の誤利用により、

利用者が不利 益を 被る危険 がある

情報発信が、商業 主義、営利 競争

に利 用さ れる心配があ る

情報の中身 に対 する発信者の責任

を問い にくい

患者自身が過多 な情報を持つと、

かえって判断に迷うことが多くなる

利用者の選択の問題だから心配は

い らない

17覆回1 日本インタ　ネット医療協議会｢ インタ　ネットの医療 情報

の利用状況に関 するアンケ ート調査｣の 資料 を元 に作成

協 議 会Jhttp:// ｗｗｗ.jima.ｏｒ.jp/index.html

は、1999 年 初めに｢ インターネットの医 療 情報 の

利用 状 況に 関するアンケート調査｣ を実 施し たo

そして協 議 会のホームペ ージ上 には以 下 のよう

な調 査 結 果( 速 報) が公 開 されている。ネットで

の医 療 情 報 が か なり役 立つと答 えた 人は 全 体

の45 ％ に 上り(資料4-4-1) 、現 在 受け てい る医

療が よく理 解 できたと答えた 人が37.1%  (資料4-

4-2)、充実 を期待 するネットでの医 療情 報として

は、病 気 や 健康 管 理 に 関 する情 報 が1 位 、次

いで 薬 の効 能や 副 作用 に関 する情報 が 上げら

れ た( 資 料4-4-3)  o一 方、懸 念 す る問 題として

は 、誤情 報や 情 報 の誤 利 川 によって 利 用者 が

不 利益 を 被る恐 れ があ るとい うことが1 位 で あ

った( 資 料4-4-4)o

上記 の 調 査結 果 には 、ネット上 の 医 療 情 報

の入 手 に関 する 市民 の 期待 と不安 が 如実 に 表

れてい る。インターネットには 行政 などによる 管

理 や 監視 は 余りなじまない が、上 記 協 議 会 の

ような 良 識 ある ネットワー ク専 門家 の グ ル ープ

によって、ネット上 の医 療 情 報 発 信 のあり方 が

絶 えず吟 味 され､ 論 議 され ることは 、時代 の 要

請とも言 うべ きことであろう。

(越智元郎　 愛 媛大学)
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